
　

侵
略
的
外
来
種
は
、
次
の
よ
う

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

生
態
系
へ
の
影
響

　

在
来
種
の
す
む
場
所
を
奪
う
。

在
来
種
と
交
雑
す
る
。

人
の
生
命
・
身
体
へ
の
影
響

　

毒
や
ト
ゲ
が
あ
り
危
険
。

農
林
水
産
業
へ
の
影
響

　

繁
茂
し
て
用
水
路
を
ふ
さ
ぐ
。

　

県
内
で
は
次
の
よ
う
な
外
来
種

が
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
市
内
で
の
被
害
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
問
題
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
地
域
を
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
泉
寺
町
に
あ
る
池
ヶ
原
湿
原

に
は
特
定
外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
が
生
育
し
、
貴
重
な
湿
地

性
植
物
か
ら
生
育
地
を
奪
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
や
市
内
企
業

は
、
毎
年
６
月
下
旬
に
除
去
作
業

を
行
い
、
外
来
種
の
拡
大
を
防
い

で
い
ま
す
。

　

侵
略
的
外
来
種
は
爆
発
的
に
増

殖
し
や
す
く
、
い
っ
た
ん
増
え
る

と
除
去
に
は
膨
大
な
費
用
と
労
力

が
か
か
り
ま
す
。

　

次
の
三
原
則
を
守
り
、
外
来
種

問
題
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

入
れ
な
い

　

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

外
来
種
を
入
れ
な
け
れ
ば
問
題
は

起
き
ま
せ
ん
。

捨
て
な
い

　

入
れ
た
外
来
種
（
ペ
ッ
ト
や
観

葉
植
物
）
は
、
最
後
ま
で
適
切
に

管
理
（
捨
て
な
い
、逃
が
さ
な
い
、

放
さ
な
い
）
し
ま
し
ょ
う
。

拡
げ
な
い

　

す
で
に
野
外
に
定
着
し
て
い
る

外
来
種
は
、
未
定
着
地
域
に
拡
げ

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

特定外来植物の
正しい除去方法

　特定外来植物は、放置する
と様々な被害を及ぼす恐れが
あり、必要に応じて防除を実
施する必要があります。
　防除の時期は、種子を作る
前が最適です。種子がついて
いる場合は、散布させないよ
う注意してください。

①根から引き抜く（掘り取り）
　根が残ると、しつこく再生
するので根気強く除去する。

② ごみ袋に入れ密閉し、日当
たりの良い場所などに数日
置く

③ 草が枯れたり腐ったりした
らごみ収集所に出す

外
来
種
が
起
こ
す
問
題

外
来
種
が
起
こ
す
問
題

外
来
種
か
ら
地
域
を
守
る

外
来
種
か
ら
地
域
を
守
る

外
来
種
問
題
を

未
然
に
防
ぐ
に
は

オオハンゴンソウ池ヶ原湿原での除去作業

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）☎88

‐
８
１
２
６

監
修　

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

外
来
種
被
害
予
防
三
原
則

ア
レ
チ
ウ
リ
（
永
平
寺
町
）

オ
オ
フ
サ
モ
（
あ
わ
ら
市
）

　

ク
ズ
の
よ
う
な
つ
る
性
の
植
物

で
田
畑
を
覆
う
。

　

繁
殖
力
の
強
い
水
草
で
用
水
路

を
ふ
さ
ぐ
。
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外来種の侵略を

防   ぐ
　春にはミチノクフクジュソウ、初夏にはミズバショウ、秋には赤とんぼと　春にはミチノクフクジュソウ、初夏にはミズバショウ、秋には赤とんぼと
様々な動植物や風景を楽しむことができる勝山市。様々な動植物や風景を楽しむことができる勝山市。
　市内全域が日本ジオパークに認定されている、この豊かな自然環境を脅か　市内全域が日本ジオパークに認定されている、この豊かな自然環境を脅か
すものの一つに外来種問題があります。すものの一つに外来種問題があります。

　
「
人
の
活
動
に
よ
っ
て
本
来
の

分
布
域
の
外
の
国
や
地
域
に
導
入

（
移
動
）
さ
れ
た
生
物
種
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
対
し
て
、
本
来

の
分
布
域
に
生
息
・
生
育
す
る
生

物
を
在
来
種
と
い
い
ま
す
。

　

外
来
種
は
、
海
外
か
ら
日
本
に

持
ち
込
ま
れ
た
生
物
（
例　

セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
）
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
日
本
の
在
来
種
で

あ
っ
て
も
、
国
内
の
分
布
し
て
い

な
い
地
域
に
導
入
（
移
動
）
さ
れ

れ
ば
外
来
種
で
す
（
例　

赤
兎
山

頂
上
付
近
の
オ
オ
バ
コ
）。

　

外
来
種
の
中
に
は
、
農
作
物
や

家
畜
、
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
物
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
問
題
を
引
き
起
こ

す
も
の
は
、
特
に
侵
略
的
外
来
種

と
い
い
ま
す
。

　

外
来
種
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
法
律
に
、
外
来
生
物
法

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
問
題
を
引
き

起
こ
す
外
来
種
を
「
特
定
外
来
生

物
」
と
し
て
指
定
し
、
飼
育
・
栽

培
、
運
搬
、
野
外
へ
の
放
出
な
ど

を
規
制
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
特
定
外
来
生
物
の
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
が
、
栽
培
し
て
い

る
と
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
除
去
活
動
後
の
廃
棄
の

た
め
の
運
搬
も
規
制
対
象
で
す
。

そ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
P
9
参
照
）

黄色い花を咲かせる黄色い花を咲かせる
セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ

外
来
種
と
は

法
律
に
よ
る
規
制

オオバコの除去作業（赤兎山）

オオキンケイギク
広報かつやま７月号 №788 　　 8


